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斯
波
六

郎

『

陶
淵

明

詩
訳

注
』

（

初
版
昭

和
26

年

1
月
・

東

門

書

房、

再

版
昭

和
56

年
1

月
・

北
九

州

書

店
）

の

訓
読
は
、

他

書

の

訓
読
と

は

違
っ

た

趣
が

あ
り

、

一

考
に

値
す
る

と

思
わ

れ
る

。

本

稿
で

は

紙

数
の

都
合
上
、

助
宇
の

訓

読
を

中
心

に

し

て
、

「

乃
」

「

便
」

「

且
」

「

自
」

「

以
」

「

已
」

「

復
」

「

当
」

を

取
り

上
げ
、

一

通
り

考
察
す
る

こ

と
と

す
る

。

引
用

書
は
再

版
本
を

用
い
、

旧

字

体
は

新
字

体
に

変

え
、

原
文

と

書

き
下

し

文

を
ヒ

下

入

れ

替
え

、

振
り

仮
名
は

必

要
な

箇
所
に

と

ど

め
、

引
用
し

た

詩

句
の

頁

数
を

括
弧
内
に

示
す
こ

と

と

す
る

。

口

　
「

乃
」

の

訓

読

　

『

助

字
弁

略
』

に

は

「

乃
」

の

意
味
と

し

て
、

「

引

辞
也
、

不

絶
之

義
也
」

「

継
事
之

辞
、

猶
云

爰
也
」

「

発
語

辞
、

猶
云

粤
也
」

「

語

助

辞、

不

為

義
也
」

「

猶
云

其
也
」

「

始
也
」

「

緩

辞
、

猶
云

然

後
」

「

如

此

也
」

な
ど

を

挙
げ

て

い

る

が
、

こ

れ

ら
の

意

味
は

お

お

む

ね

句

相
互

の

関

係
を
意

識
す

る
も
の

で

あ

る

こ

と

に

注

目

し

て

お
き
た

い
。

（

1
）

「

乃
」

　「

字
の

訓
読

　

 
「

こ

レ
」

と

訓
読
す

る

例

　

　

洋
洋

平
津
　
洋
洋

た

る

平

津

　

　

　
　

　

　
　
こ

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

こ

　

　
乃

漱
乃

濯

　
乃

れ

漱

ぎ
乃

れ

濯
ふ

（

130

）

　

 
「

あ
る

ひ
ハ

暫
吃

訓

読
す
る

例

　

　
乃

陳
好
言
　

乃

は

好
言

を

陳
べ

　

　

　
　

　

　
　
あ

る

ひ

　

　
乃

著

新
詩

　

乃

は

新
詩
を

著
す
（

141

）

　

 
 
の

「

乃
」

は
「

語
助

辞、

不

為

義
也
」

で
、

著
者
は

「

こ

レ
」

と

訓

読
す
る

 
の

語

釈
に

「

乃

ー
乃

ー
の

句
法
は

詩

経
に

見

え

る
。

主
と

し

て

調
子
を
整
へ

る

は

た

ら

き
を

す
る

が
、

…

も
し

た

り

…

も
し

た

り
の

意
味
も

あ

る
」

と

記

し

て

お

り
、

こ

の

説

明

は
「

あ
る

ひ

ハ

」

と

訓

読
す
る

 
に

も
、

当
て

は

ま

る

で

あ
ろ

う
。

　

 
「

か
ヘ

ツ

テ
」

と

訓

読
す

る

例

　

　
山
沢

久

見
招

　
山
沢

に

久

し

く

招
か

れ
つ

も

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

か

へ

　

　
胡
事
乃

躊
躇

　
胡
事
ぞ

乃

つ

て

躊
躇
せ

し

（

210

）

　

 
「

こ

と
の

ほ

カ
」

と

訓

読
す

る

例

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

こ

と

の

ほ

　

　
四

体
誠
乃

疲

　
四

体
は

誠
に

乃

か

疲
る

る

も

　

　
庶

無
異
患

干

　
庶
く

は

異
患
の

干

す
こ

と

な

け
ん
（

263

）

 
「

い

ぐ
わ
い

ニ

モ
」

と

訓

読

す
る

例
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乃

不
知

有
漢

　
無

論
魏
晋

　

　
い

ぐ

わ

い

　

　
　
乃

に

も

漢
の

有
り

し

こ

と

を

す

ら

知

ら

ず

　
（

ま

し

て

　

　

や
）

魏
晋

は

論

も
な
し

（

356

）

　

 
「

く

し

ク

モ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　

故
老

贈
余
酒

　
故
老

余
れ
に

酒
を
ば

贈
り

　

　
　

　

　
　

　

　
く
し

　

　

乃

言
飲

得
仙

　
乃

く
も

言
へ

ら

く

飲
ま

ば
仙
を

得
ん
と

（

2

　

　
　

　

　
　

　

　
04

）

　

 
「

は

じ

メ

テ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　

連
林
人

不

覚

　
連
林
と

き
人

覚
ら
ず

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
は

じ

　

　

独

樹
衆
乃

奇
　
独

樹
に

し

て

衆

乃
め

て

奇
と

す
（

274

）

　

 
 

 
 
 
の

「

か
ヘ

ツ

テ
」

「

こ

と

の

ほ

カ
」

「

い

ぐ
わ
い

ニ

モ
」

「

く
し

ク
モ
」

「

は

じ

メ

テ
」

は

み

な
、

思
い

の

ほ

か
・

予

想

外
の

心

情
を

表
す

意
味
で

、

 
「

は

じ

メ

テ
」

は

『

助
字
弁

略
』

の

「

始
也
」

に

相

当

す
る

と

し

て
、

他
は

相
当

す
る

意
味
が

見
当

た

ら
な

い

が
、

『

説
文

解
字
』

の

「

乃

曳
詞
之

難
也
」

（

言
葉
が

続

き

難
い
）

か

ら
、

そ
の

意
味
が

出
る

の

で

あ
ろ

う
。

上

の

文
の

内

容
を
曲

げ
て

受
け

る
、

そ
れ

が

「

乃
」

の

本
来
の

意
味
の

よ

う
で

あ

る
。

上

の

文

の

内

容
を

曲
げ
て

受

け
る

「

乃
」

を
、

著
者
は

各

詩
の

詩

意
を
考

慮
し

て
、

絶
妙
に

「

か
ヘ

ツ

テ
」

「

こ

と

の

ほ

カ
」

「

い

ぐ
わ

い

ニ

モ
」

「

く

し

ク
モ
」

「

は

じ

メ

テ
」

と

訓

読
し

分

け

て

い

る
。

（

2
）

「

乃
」

を
含
む
二

字
の

訓
読

　

 
「

復
乃
」

を
「

い

ま

さ
ら
ニ

ハ

」

と

訓
読
す
る

例

　

　
不

復
乃

為
嗟
歎

　

　
い

よ

さ
ら

　

　

復
乃

に

は

為
に

嗟
歎
せ

ず
（

184

）

　

「

復

乃
」

を

「

い

ま

さ
ら
ニ

ハ

」

と

訓
読

す
る
の

は
、

「

復
」

の

意
味
の

「

又

也
」

「

更

也
」

「

再
也

」

「

重
也
」

に

重

点
を

置
く

も
の

で
、

「

乃
」

の

意

味
は

「

語

助
辞
」

と

見

な

し

て

い

る

の

で

あ

ろ

う
。

　

 
「

詛
乃
」

を
「

な

ぞ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　
即
理

愧
通

識
　
即
理

通
識
に

愧

つ

る

も

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
な

　
ぞ

　

　
所

保
詛
乃

浅
　
保
つ

所
は

謳
乃

浅
か

ら

め

や

（

246

）

　

「

詛
乃
」

を

「

な

ぞ
」

と

訓

読

す
る

の

は
、

「

乃
」

を

「

語

助

辞
」

と

見
な

す
の

で

あ

ろ

う
が

、

『

助

字
弁

略
』

に

は

「

何
乃

猶

云

何
但
」

と

あ

り
、

「

乃
」

を
「

但
」

と

見
て

い

る

よ

う
で

あ

る
。

口

　

「

便
」

の

訓
読

　

『

助

字
弁
略
』

に

は

「

便
」

の

意
味
と
し

て
、

「

即
也
」

「

猶

云

遂
也
、

竟
也
」

「

仮
令
之

辞
、

猶
云

縦
也
」

な
ど

を

挙
げ
て

い

る
。

（

1
）

「

便
」

　一

字
の

訓

読

　

 
「

す
な
は

チ
」

と

訓
読
す

篇
喇

　
　
］

往

便
当

已

　
一

往
し

て

便

ち

当
に

已

む
べ

し

　
　

何
為

復
狐
疑

　
何

為
れ

ぞ

復
も

狐

疑
す

る

（

279

）

　

 
「

た

だ

ち
二
」

と

訓

読
す
る

例

　
　
具

答
之

　
便

要
還

家

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

た

だ
ち

　
　
具
に

之

に

答
へ

し

に

　

便

に

要
へ

て

家
に

還
り

（

356

）

　
 
「

は

や
ク

モ
」

と

訓

読
す
る

例

　
　
人

事
好

乖

　
人
事
は

乖
き
好

く

　
　

　

　
　

　

　
は

や

　
　
便
当
語

離

　
便

く

も
離
る

る

こ

と
を

語
ら

ん

と

す
（

198

）

　
 
の

「

す

な

は

チ
」

、

 
の

「

た

だ

ち
二

」

、

 
の

「

は

や
ク
モ
」
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は
、

「

即
也
」

（

す
ぐ
に
）

に

依
る

も
の

で

あ
る
。

　
 
「

そ
こ

二
」

と

訓
読

す
る

例

　
　
林
尽

水

源

　
便

得
一

山

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

そ
こ

　
　

林
尽

く
る

と

こ

ろ

水
の

源
に

し

て

　
便

に
一

山
あ

る

を
得
り

　
　

ぬ

（

355

）

　
「

そ
こ

二

」

と

訓

読

す
る

の

は
、

「

即
也
」

か

ら

導
か

れ
た

も

の

で
、

「

（

す
ぐ

）

そ

こ

二

」

と

見
な
し

た

の

で

あ

ろ

う
か

。

　
 

「

き
ま
ま
二

」

と

訓

読
す
る

例

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ナ
さ

ま
ま

　
　
応
尽

便

須
尽

　
尽

く
べ

く
ん

ば

便

に

尽

き
し

む
べ

し

　
　
無

復
独

多
慮

　
復
た

独
り

多

慮
ふ

な
か

れ
（

169

）

　
「

き

ま
ま
二

」

と

訓

読
す

る
の

も
、

「

即
也
」

か

ら

導
か

れ

た

も
の

で
、

「

（

す
ぐ
に

で

も

勝
手
）

き
ま

ま
二

」

と

見

な

し

た
の

で

あ

ろ

う
か

。

　
 
「

よ
つ

テ
」

と

訓

読
す
る

例

　
　
便

捨
船

従
口

入

　

初
極

狭

　
　
よ

つ

　
　

便
て

船

を

捨
て

て

口

従
り

入
り

し

に

　
初
め

は

極
め

て

狭
く

　
　
（

355

）

　
「

よ

つ

テ
」

と

訓
読

す

る
の

は
、

「

猶
云

遂
也

、

竟
也
」

に

依

る
の

で

あ
ろ

う
。

口

　
「

且
」

の

訓

読

（

1
）

「

且
」

　「

字
の

訓
読

　
 
「

か

ツ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
か

　

　
山
澗
清
且

浅

　−
山

澗

清
く
且
つ

浅
く

　

　
可

以
濯

吾
足
　

以
て

吾

が

足

を

濯
ぐ

可

し

（

180

）

　
「

か

ツ
」

と

訓

読
す
る
の

は
、

『

助
字
弁
略
』

の

「

猶
云

又

也
」

に

相
当
す

る
。

　

 
「

し

ば
ら

ク
」

と

訓
読
す

る

例

　
　

何
以

称
我

情

　
何
を

以

て

か

我
が

情
に

称
へ

ん

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　
し

げ

り

　
　

濁
酒

且
自

陶
　
濁

酒

且

く
自
り

陶
し

む

（

261

）

　

「

し

ば

ら
ク
」

（

と
り

あ
え

ず
）

と

訓

読
す
る

の

は
、

『

助

字
弁

略
』

の

「

聊
且
、

姑
且

之

辞
」

に

相
当

す
る

。

　

 
「

ま

ま

ヨ
」

と

訓

読
す
る

例

　
　

天

運

苟
如
此

　
天

運
苟
に

此
く
の

如
し

　
　

　

　
　

　

　

　
ま

ま

　
　

且
進

杯
中

物

　
且

よ

進
め

ん

杯
中
の

物
を
（

299

）

　

 
「

と

ま

レ
」

と

訓

読
す
る

例

　
　

　

　
　

　

　

　　
ご

ま

　
　

且
極

今
朝
楽

　
且

れ

今

朝
の

楽
し

み

を
極
め

ん

　
　

明
日

非
所
求

　
明
日

は

求
ふ

所
に

非

ず
（

186

）

　
「

ま
ま
ヨ

」

（

ど

う
に

で

も
な
れ
）

、

「

と
ま
レ

」

（

な

ん

に

せ

よ
）

と

訓

読
す

る
の

は
、

「

聊
且
、

姑
且

之

辞
」

か

ら

導
か

れ
た

も
の

で

あ

ろ

う
。

（

2
）

「

且
」

を

含
む
二

字
の

訓
読

　
 
「

聊
且
」

を
「

し

ば
シ
」

と

訓

読
す
る

例

　
　

　

　
　

　

　

　
し

　
ば

　
　

聊
且
憑

化
遷

　
聊
且

し

化
遷
に

憑

す
と
も

　
　

終
反
班
生

廬

　
終
に

は

反
ら
ん

班
生
の

廬
に

（

236

）

　
「

聊
且
」

を

「

し

ば

シ
」

と

訓

読

す
る
の

は
、

「

聊
且

、

姑
且

之

辞
」

に

相
当

す
る

。

　
 
「

且

為
」

を

「

と

ま

レ
」

と

訓
読
す

る
例

　
　

理

也

可
奈

何

　
理

な
り

奈
何
す
可

き

　
　

　

　
　

　

　

　
と
　　
ま

　
　

且

為
陶
一

觴

　
且

為
れ
一

觴
に

陶
は

ん

（

326

）
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「

且

為
」

を

「

と

ま

レ
」

と

訓

読
す

る
の

は
、

「

為
」

を

「

語

辞
」

と
見

な

す
の

で

あ
ろ

う
。

□

　
「

自
」

の

訓
読

　
『

助
字

弁
略
』

に

は

「

自
」

の

意
味
と
し

て
、

「

従

也
」

「

由
也
」

「

用

也
」

「

語
助、

不

為
義
也
」

を

挙
げ
て

い

る
。

（

1
）

「

自
」

　一

字
の

訓
読

　

 
「

よ

リ
」

と

訓
読

す
る

例

　

　

有
風

自
南

　
風

あ
り

南
よ

り

し

　

　

翼
彼

新
苗

　
彼
の

新

苗
を

翼
さ

し

む

（

130

）

　

 
「

は

じ

ま

ル
」

と

訓

読
す
る

例

　

　

悠
悠
我

祖

　
悠

悠
た

る

我
が

祖

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

は

じ
よ

　

　

爰
自

陶
唐
　
爰
に

陶

唐
に

自

る

（

152

）

　

 
の

「

よ

り

し
」

は

「

従
也
」

「

由

也
」

に

依

る

訓
読
だ

が
、

 
も

「

よ

り

す
」

と

訓
読
で

き
る

が
、

詩

意
を

考
慮
し

て

「

は

じ

ま
ル
」

と

訓

読
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

　

 
「

お

の

つ

か

ラ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　
問
君

何
能

爾

　
君
に

問
ふ

何
し

て

能
く

爾

る

か

と

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
お

の

つ

か

　

　

心

遠
地

自

偏

　
心

遠
ざ

か

り

地

自

ら

偏
れ

ば

な

り

（

2

　

　

　
　

　

　
　

　
72

）

　

『

助
字
弁

略
』

に

「

自

然
者

、

無

所
勉

強
之
辞

也
」

と

あ
る

の

が
、

「

お

の

つ

か

ラ
」

の

意
味
に

相
当
す
る
の

で

あ
ろ

う
。

　
 

「

み
つ

か

ラ
」

と
訓

読
す
る

例

　

　
憶
我
少

壮
時

　
憶
ふ

我
れ

少

壮
か

り

し

時

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
み
つ

か

　

　
無

楽
自
欣

豫
　
楽
し

み

無
き

に

自

ら

欣

豫
び

（

321

）

　

『

助
字
弁

略
』

に

は

「

み
つ

か

ラ
」

と

訓

読
す
る

意
味
は

見

当

た

ら

な
い

が
、

『

正

韻
』

に

「

自

躬
親
也
」

と

あ
る

。

　

 
「

ひ

と

リ
」

と

訓

読
す
る

例

　
　

何

以
称
我

情

　
何
を

以

て

か

我
が

清
に

称
へ

ん

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　

ひ

と

　
　

濁

酒
且

自

陶

　
濁

酒
且
く

自

り

陶
し

む
（

261

）

　

 
「

す
す
ミ

テ
」

と
訓

読
す
る

例

　
　

村

中
聞
有
此

人

　
咸

来
間
迅

　
自
云

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

す
す

　
　

村

中
此
の

人

あ

る

を

聞
き

　
咸

来
り

て

問
迅

ひ

ぬ

　
自

み

て

　
　

云

ふ

（

356

）

　

 
「

ひ

と

リ
」

と

訓

読
し

、

 
「

す

す
ミ

テ
」

と

訓
読

す
る
の

は
、

「

み
つ

か

ラ
」

か

ら

導

き
出
し

た

も
の

で
、

 
は

「

（

み
つ

か

ラ
）

ひ

と

リ
」

と

強
調
し

た
訓

読
で

あ
り
、

 
は

「

（

み
つ

か

ラ
）

す
す

ミ

テ
」

と

強

調
し

た

訓
読
な
の

で

あ
ろ

う
。

（

2
）

「

自
」

を

含
む
二

字
の

訓
読

　

 
「

自

従
」

を

「

よ

リ
」

と

訓

読
す
る

例

　
　

自
従

分
別
来

　
分
別
れ

て

よ

り

こ

の

か

た

　
　

門
庭
日

荒
蕪

　

門
庭
日

に

荒
蕪
た

れ
ど

（

306

）

　
「

自

従
」

を

「

よ
リ

」

と

訓

読
す

る
の

は
、

「

従
也
」

に

依

り

同
意
の

二

字
を

重
ね

た

も
の

で

あ
る

。

　
 
「

各
自

」

を
「

お
の

が

じ

シ
」

と

訓
読

す
る

例

　
　

向

来
相
送

人

　
向

来
に

相
送
れ
る

人

　
　

　

　
　

　

　

お
の

が

じ

　
　

各

自
還
其

家

　
各

自
し

其
の

家
に

還
る

（

353

）

　
「

各

自
」

を

「

お
の

が
じ

シ
」

と

訓

読

す
る

の

は
、

「

み
つ

か

ラ
」

を

複
数
の

意
味
に

し

て

訓

読
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

　
 
「

自

逸
」

を

「

き
ま
ま
二

」

と

訓

読
す
る

例
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き

き

セタ

　

　
宴
安

自

逸
　
宴
安
り

て

自

逸
に

し

な
ば

　

　
歳

暮
奚
冀

　
歳

暮
に

お

よ

ん

で

奚
を
か

冀
ら
れ

ん
（

149

）

　
「

自
逸
」

を

「

き
ま

ま
二

」

と

訓

読

す
る
の

は
、

「

み
つ

か

ラ

ほ

し

い

ま
ま
ニ

ス
」

を

縮
め

て

訓
読
し

た

の

で

あ
ろ

う
。

　

 
「

自

得
」

を

「

じ

と

く
」

と

訓

読

す
る

例

　

　
被

褐
欣
自

得

　
褐

を
被
て

自
得
を

欣
し

み

　

　
屡
空

常

晏
如

　
屡
ば

空
し

き
も

常
に

晏
如
た

り

（

235

）

　

「

自

得
」

に

は

振
り

仮

名
が

ふ
っ

て

な

い

が
、

「

じ

と

く
」

と

訓

読
し

て

い

る

の

だ

ろ

う
。

「

み
つ

か

ラ

う
ル
」

と

訓

読
み

し

な

か

っ

た

の

は
、

「

自

得
」

は

熟
し

た

二

字
と

見
な
し

た

か

ら

で

あ

ろ

う
。

　

 
「

徒
自

」

を

「

あ
だ
二

ひ

と

リ
」

と

訓
読
す
る

例

　

　
塵
爵

恥
虚
罍

　
塵

爵
に

虚

罍
を

恥
ぢ
ら
ひ

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ひ

と

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

あ

だ

　

　
寒

華
徒
自
栄

　
寒

華
は

徒
に

自
り

栄
け
り

（

172

）

　

「

徒
自

」

を

「

あ

だ
二

ひ

と

リ
」

と

訓

読
し

て

い

る

が
、

著
者

は

語

釈
に

「

徒
自
は

菊

酒
を

飲
ん

で

花
の

相
手

に

な
つ

て

く

れ

る

人
の

無
い

の

を
い

ふ
」

と

記
し

て

い

る

の

に

よ

る

と
、

「

自
」

を

「

語

助
」

と

見
な

し
、

二

字
で

「

あ
だ
二

」

と

訓
読
す

る

こ

と

も

で

き
よ

う
か
。

口

　

「

以
」

の

訓

読

（

1
）

「

以
」

　 

字
の

訓
読

　
 
「

も
つ

テ
」

と

訓
読

す
る

例

　
　
千
載
非

所
知

　

千

載
は

知

る

所
に

非
ず

　
　

　

　
　

　

　
　

　

も
つ

　
　
聊
以
永

今
朝

　
聊
か

以

て

今

朝
を

永
う
せ

ん

〔
261

）

　

「

以
」

を

「

も
つ

テ
」

と

訓

読
す

る
の

は
、

『

助
字

弁
略
』

の

「

用

也
」

に

相
当
す

る

も
の

で

あ
る

。

　

 
「

よ

つ

テ
」

と

訓

読
す

る

例

　

　

不
有
同

好

　
同

じ

好
み

（

の

人
）

有
ら

ず
ん

ば

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

よ

つ

　

　
云

胡
以

親

　
云

胡
に

し

て

か

以

て

親
し

ま

ん

（

140

）

　

 
「

よ

し
」

と

訓

読
す
る

例

　

　

屡
闕

清
酷
至

　

屡
ば

清
酷
の

至

る

を

闕
き

　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

よ

し

　

　

無
以

楽
当
年

　
当

年
を

楽
し

む

に

以

な
し

（

228

）

　

 
の

「

以
」

を

「

よ
つ

テ
」

と

訓
読
し
、

 

を
「

よ

し
」

と

訓

読
す

る
の

は
、

「

猶

因
也
」

に

相
当
す
る

。

　

 
「

お
い

テ
」

と

訓
読
す

る

例

　

　

爰
以

履
霜
節

　
爰
に

霜
を
履
む

の

節
に

お

い

て

　

　

登
高

餞

将
帰
　

高
き
に

登

り

て

帰
ら

ん

と

す
る

に

餞
す
（

2

　

　

　
　

　

　
　

　
18

）

　

「

以
」

を
「

お
い

テ
」

と

訓

読
す
る

の

は
、

「

于

以

猶

言
干

此
」

と

相

当
す
る
の

で

あ

ろ

う
。

　

 
「

た
め
二

」

と

訓
読
す

る

例

　

　

孟
公

不

在
茲

　
孟

公

讖
に

在
ら
ざ

れ
ば

　

　

終
以

翳
吾
情

　
終
く

以

に

吾
が

情
を

翳
ら

す
（

283

）

　

「

以
」

を

「

た

め
二
」

と

訓

読
す
る

の

は
、

「

故
也
」

「

亦
因
之

転
也
」

に

相

当
す
る
の

で

あ

ろ

う
か

。

（

2
）

「

以
」

を

含
む
二

字
の

訓

読

　

 

「

是
以
」

を

「

さ

れ
ば
こ

そ
」

と

訓
読
す

る
例

　

　

　
　

　

　
　

　
さ
れ

ば

こ
そ

　

　

是
以

植

杖
翁

　

是

以

杖
を
植
て

し

翁

　

　

悠
然
不

復
反

　
悠

然
と

し

て

復
た

反

ら

ざ
り

き
（

246

）
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「

是
以
」

は

普

通
は

「

こ

こ

ヲ

も
つ

テ
」

と

訓
読

す
る

が
、

詩

意
を

考
慮
し

て

「

さ

れ

ば
こ

そ
」

（

思
っ

た

と

お
り

）

と

訓

読
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

　

 
「

所

以
」

を
「

げ

に
モ

ヤ
」

と

訓
読

す
る

例

　

　

世
路

廓
悠

悠

　
世

路

廓
く
し

て

悠
悠
た

り

　

　

　
　

　

　
　

　
げ
　

に

　

　

楊
朱

所
以
止

　

所
以

も
や

楊
朱
の

止

ま
り

し

は

（

286

）

　

「

所
以
」

は

普

通
は

「

ゆ

ゑ
ん
」

と

訓

読
し

、

「

楊
朱
の

止

ま

る

所
以
な
り

」

と

訓
読

す
る

こ

の

句
を
、

詩

意
を
考

慮
し

て

3
字

目
4
字
目
の

「

所
以
」

か

ら

訓
読
し

は

じ

め
、

「

げ
に

モ

ヤ
」

（

な

る

ほ

ど
な

あ
）

と

読
ん

だ

の

で

あ

ろ

う。

　

 
「

甘

以
」

を

「

あ
ま

ン

ジ

テ
」

と

訓
読
す

る

例

　

　

草
廬

寄
窮
巷

　
草

廬
窮
巷
に

寄
せ

　

　

　
　

　

　
　

　
あ

ま

　

　

甘
以

辞
華
軒

　
甘

ん

じ

て

華
軒
に

辞
し

ぬ

（

257

）

　

「

甘
以
」

を

「

甘
ん

じ

て
」

と

訓
読
し

た
の

は
、

「

以
」

を

「

猶

而

也
」

と

見

な

し

た

の

で

あ

ろ

う
。

　

 
「

固
以
」

を
「

ま

こ

と
ニ

モ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ま

こ

と

　

　

人

事
固

以

拙

　
人

事

固
以
に

も

拙
し

　

　

聊
得
長
相

従

　
聊
は
く

は

長
へ

に

相

従
ふ

を

得
ん
（
335

）

　

「

固

以
」

を

「

ま

こ

と
ニ

モ
」

と

訓

読
し

た

の

は
、

「

以
」

を

「

語
助
、

不
為

義
也
」

と

見

な

し

た
の

で

あ
ろ

う
。

□

　
「

巳
」

の

訓

読

　

『

助
字

弁
略
』

に

は

「

巳
」

の

意
味
と

し

て
、

「

語
終

辞
」

「

猶

耳
」

「

猶
云

既
也
」

「

止

也
」

「

甚
也
」

「

嘗
也
」

「

猶

又

也
」

「

与
以

通
」

な
ど

を

挙
げ

る

が
、

こ

れ

ら

の

意
味

は

お

お

む

ね

時
間
を

意

識
し

た

意
味
で

あ

る

こ

と
に

注

目

し

た
い

。

（

1
）

「

已
」

　一

字
の

訓

読

　

 
「

す
で

二
」

と
訓

読
す
る

例

　
　

晨
耀

其
華

　
晨
に

其
の

華
を

耀
か

せ

ど

も

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ナ

で

　
　

夕
已

喪
之

　
夕
に

は

已

に

之

を

喪
ふ

（

134

）

　

 
「

い

つ

し

か
二

」

と

訓
読
す
る

例

　
　

余
闖
居

寡
歓

　
兼
比

夜
已

長

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
い

つ

し

か

　
　

余

れ

間

居
し

て

歓
び

寡
く

　
兼
ふ

る
に

比

ろ

夜

已

に

長

　
　

く
な
り

ぬ

（

267

）

　

 

 
は

「

猶
云

既
也
」

に

依
る

訓

読
だ
が

、

 
は

夜
が

長

く
な

つ

た
こ

と

を

単
に

「

す
で
二

」

と
訓

読
せ

ず、

歓
び

の

寡
い

情
を

汲

ん

で
、

「

（

い

つ

の

間
に

か
）

す
で

二

」

と

訝
り
の

情
を

入

れ
て

訓
読
し

て

い

る
。

　

 
訓

読
し

な
い

例

　
　

傾
耳

無
希
声

　
耳

を

傾
げ
て

希

け
き

声
も
無
き

に

　
　

在
目

皓
已

潔

　
目

に

在
る

も
の

皓
く
し

て

潔
ら
な

り

（

25

　
　

　

　
　

　

　
　
0

）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

も
つ

　

 
は

「

已
」

を

「

与

以

通
」

と

見
な

し
、

「

皓
く

し

て

巳

て

潔

ら

な
り

」

と

訓

読
す
る

と
こ

ろ

を
「

巳

て
」

を

省
い

て

訓
読
し

た

の

で

あ

ろ

う
。

（
2

）

「

已
」

を

含
む
二

字
の

訓

読

　
 
「

既
已

」

を

「

す
で
ニ

シ

モ
」

と

訓

読
す
る

例

　
　

　

　
　

　

　
　
す

　
ぐ

　
　

既
已

不
遇
茲

　
既
已

に

し

も
茲
に

遇
は

ず

　
　

且
遂

潅
我

園

　
且
よ

遂
し

て

我
が

園
に

潅

ら
ん

（

259

）

　
 
は

「

既
」

「

已
」

と

も
に

「

す

で

二
」

と

訓
読

す
る

の

に

従
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い
、

合
わ

せ

て

 

二

已
」

を

　

　
読
す
る

例

　

　
幽
室
［

已

閉

　

　
千

年
不

復
朝

　

　
素

顔
斂

光
潤

　

　
白

髪
｝

已

繁

　

 
「

早

已
」

を

　

　
す
る

例

　

　
歳
月

相
催
逼

　

　
髻
辺

早
巳

白

　

　
弱

質
与
運

積

　

　
玄

鬢
早
已

白 「

す
で

ニ

シ

モ
」

と

訓

読
し

た

の

で

あ

る
。

　
「

ひ

と

タ

ビ

す
で

二

」

「

ひ

と
ヘ

ニ

モ
」

と

訓

　

　

　
ひ

と
　

　
　

す
で

　

幽

室
一

た

び

已

に

閉
ざ
せ

ば

　

千
年
に

復
び

は

朝
あ
ら

ず
（

353

）

　

素
顔

光
潤
を

斂
め

　

　

　

ひ

と

へ

　

白

髪
一

已

に

も
繁
し

（

227

）

　
「

は

や

ク

モ

す
で

二

」

「

は

や

ク

モ
」

と

訓

読

　

 
 
は

二

字
の

う
ち

の

例
と

訓

読
し

な
い

例
で

あ
る

。

の

字
は
、

著
者
は

語

釈
で

例
は

と

も
に

毛

髪
を

言
う
も
の

で
、

な
い

の

区
別
は

必

要
な
い

、

 
「

亦
已
」

を

　

親
戚

或
余

悲

　

他
人

亦

已

歌

　

既

耕
亦

已

種

　

時
還

読
我

書

歳
月

相
に

催
し

逼
っ

て

　
　
は

や

　
　
　

す
で

髦
辺

早

く
も

已

に

白
し

（

282

）

弱

質
運
と

と
も
に

績
へ

　
　

は

　
や

玄

鬢
早

已

く
も

白
し

（

324

）

　
　

　
「

已
」

を
、

「

す
で

二

」

と

訓
読

す
る

　
　

　

　
「

す
で
二

」

と

訓

読
し

な
い

「

已
」

　
　

　
「

已

は

助

辞
」

と

記
し

て

い

る
。

 
の

　
　

　

　
　

　

「

已
」

の

字
を

訓

読
す
る

し

　
　

　

と

思
わ

れ
る

。

「

ま
た

す
で
二

」

と
訓

読
す
る

例

親

戚
或
は

余
り
の

悲
み
あ
り

　
　

　

　
す
で

他

人
ま
た

已

に

歌
ふ

（

353

）

　
　

　

　
　

　
すれし

既
に

耕
し

ま
た

已

に

種
ゑ

時
に

還
つ

て

我
が

書
を

読
む

（

348

）

 
は
二

つ

の

例
と

も

に
「

ま

た

す
で

二

」

と

訓

読
す
る

の

だ
が

、

「

既

耕
亦
巳

種
」

は

右
の

訓
読
と

は

別

に
、

後

出
の

「

本
よ

り

豊

　
　

　

　
　
つ

へ
　
　
　

　

く
は

か

な
ら

ざ

る

既

に
、

復

ふ

る

に

老

と

病
と

之

に

継
げ

り
」

に

倣

　
　

　

　
　

　

ラ

バ
　
　

く

　
は

つ

て
、

「

耕
せ

し

既
に

亦

已

ふ

る

に

種
ゑ
」

と

訓

読

す
る

こ

と

も

可

能
で

あ

ろ

う
。

　
 
「

久

已
」

を
「
つ

と
一
＝

「

と
く
二

」

と

訓

読
す
る

例

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
つ

　
ご

　
　
形

骸
久

已

化

　
形
骸

久
已

に

化
れ

る

も

　
　
心

在
復

何
言

　
心

在
り

復
も
何
を

か

言

は

ん

や

（

205

）

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
レ　
　

く

　
　
斯
人

久

巳

死

　
斯
の

人

久
已

に

死

せ

し

も

　
　
郷
里

習

其
風

　
郷
里

其
の

風
を

習
へ

り

と

（

305

）

　

 
「

嚮
已
」

を

「

か

ね

テ
ヨ

リ
」

と

訓
読
す

る

例

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
か

　
ね

　
　
箴

規

嚮
已

従

　
箴

規
は

嚮
巳

て

よ

り

従

は

れ

　
　

計
議

初
無

虧
　
計
議
は

初
め

よ
り

虧
く
る

無
し

（

346

）

　

 
「

甫
已
」

を

「

は

じ

メ

テ
」

と

訓
読
す

る

例

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
は
　

じ

　
　
九

域

甫
已
一

　

九

域
甫

巳

め

て
一

と

な

り

　
　

逝

将
理

舟
輿

　
逝

将
に

舟
輿

を

理

め

ん

と

せ

し

に
（

224

）

　

 
は

「

已
」

を
「

す
で

二
」

と

訓

読
し

な
い

で
、

別

の

訓
読
を

す

る

例
だ

が
、

 
の

「

嚮
已
」

・

 
の

「

甫
巳
」

と

合
わ

せ

て
、

こ

の

三

つ

の

「

已
」

は
「

久
」

「

嚮
」

「

甫
」

の

意
味
か

ら

す
る

と
、

「

猶
云

既
也
」

「

嘗
也
」

の

意
味
を

持
つ

の

で

あ
ろ

う
か

。

　

 
「

好
已
」

を
「

は

な
は

ダ
シ

ク
」

と

訓
読

す
る

例

　
　

我

不

践
斯
境
　
我
れ

斯
の

境
を
践
ま

ざ

る

に

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
は

な

は

　
　

歳

月
好
已

積

　
歳
月

好
已

だ

し

く

積
め

り

（

253

）

　

 
「

稍
已
」

を
「

や
や
二

」

と

訓
読
す
る

例

　
　

荏
苒
歳
月

頽

　
荏
苒
に

歳
月
の

頽

れ

て

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
や
　
や

　
　

此

心

稍
已

去

　
此
の

心

は

稍
已

に

去

り

（

321

）

　

 
「

忽
已
」

を
「

た

ち
ま

チ
ニ

シ

テ
」

と

訓

読
す
る

例
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奈
何
五

十
年

　

捺
銅
そ

や
五

十
の

年

　
　

忽
已

親
此

事
　

忽
已

ち

に

し

て

此
の

事
を

親
せ

ん

と

は

（

3

　
　

　

　
　

　

　
　
23

）

　

 
「

已
」

は

「

好
」

と

同

意
の

「

甚
也
」

だ

が
、

 
 
の

「

已
」

は

ど

う
説

明
す
る

の

だ

ろ

う
か

。

　

 
「

已

復
」

を

「

い

つ

し

か
二

」

と

訓
読
す
る

例

　
　

歓
来

苦
夕
短

　
歓

来
七

ん

で

夕
の

短

き
に

苦
み

　
　

　

　
　

　

　
　
ら

つ

し

ウ

　
　

已

復
至

天

旭

　
巳

復
に

天

旭

く
る

に

至

り

ぬ

（

180

）

　
「

已

復
」

を
「

い

つ

し

か

二

」

と

訓

読
す

る
の

は
、

前

出
の

「

巳
」

一

字
を

「

い

つ

し

か
二

」

と

訓
読
し

た

の

に

従
い
、

「

復
」

を
「

語

助
」

と

見
な
し

た
の

で

あ
ろ

う
。

口

　

「

復
」

の

訓

読

　

『

助
字
弁

略
』

に

は
「

復
」

の

意
味
と

し

て
、

「

又

也
」

「

更
也
」

「

再
也
」

「

重
也
」

「

反
也
」

「

還

也
」

「

仍
也
」

「

亦
」

「

語

助
」

を

挙
げ
て

い

る
。

（

1
）

普
通
の

詩
句
に

お

け

る

「

復
」

の

訓

読

　

 
「

ま
タ

」

と

訓
読
す
る

例

　

　
嘯
倣
東

軒
下

　
嘯
傲

す
東

軒
の

下

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ま

　

　
聊
復

得
此
生
　

聊
か

復
た

此
の

生

を
得
た

り

（

274

）

　

 
「

さ

ら
一

二

と

訓
読
す
る

例

　

　
復

前
行

　
欲

窮
其
林

　

　
さ

ら

　

　
復
に

前
み

行
い

て

　
其
の

林
を

窮
め

ん

と

欲
へ

り
（

355

）

　

 
「

ふ

た

た

ビ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　
久

在

樊
籠

裏
　
久

し

く

樊
籠
の

裏
に

在
り

し

が

　

　

　

　
　

　

　
　
ふ

た

た

　

　

復
得
返

自

然

　

復

び

自

然
に

返

る

を

得
た

り

（

176

）

　

 
は

『

助
字

弁
略
』

の

「

又

也
」

、

 
は

「

更
也
」

、

 
は

「

再

也
」

に

合
致
す
る

。

「

又

也
」

「

更

也
」

「

再

也
」

は

語
義
的
に

は
、

同

じ

事
柄

が

時

間
を

経
て

繰
り

返

さ
れ

る

意
を

有
し

て

お

り
、

時

間
を

意
識
し

た

語
だ
と

言
え
よ

う
。

　

 
「

な
ホ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　

游

目

漢
廷

中
　

目
を
漢

廷
の

中
に

游
せ

ば

　

　

二

疏
復
此

挙

　
二

疏

復
ほ

此
の

挙
あ

り

（

342

）

　

 
「

そ
モ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　

謂

人
最
霊

智
　
人

は
し

も
最
霊

智
と

謂
へ

ど

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
そ

　

　

独

復
不
如
茲

　
独
り

復
も
茲

の

如
か

ら

ず
（

165

）

　

 
は
「

還
也
」

「

仍
也
」

（

な

お
）

に

通
じ

、

 
は

「

語

助
」

で

あ
ろ

う
。

　

 
「

く
は

フ

ル

ニ

」

と

訓

読
す
る

例

　

　

本
既
不
豊

　

復
老

病

継
之

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
う
へ
　
　

　
　

く

は

　

　

本
よ

り

豊
か

な

ら

ざ

る

既

に

　
復
ふ

る

に

老

と

病

と

之

に

　

　

継
げ
り

（

198

）

　

 
「

つ

ね

ト
ス
」

と

訓

読
す
る

例

　

　

顧

影
独

尽

　

忽
焉
復

酔

　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

つ

ね

　

　

影
を

顧
み
つ

つ

独
り

尽

し

　
忽

焉
に

酔

ふ

を

復
と

す

（

26

　

　

7
）

　

 
を

「

復

ふ

る

に
」

と

訓

読
す

る

の

は

「

重
也
」

に

依
る

の

だ

ろ

う
が

、

こ

こ

は

「

既

〜

復

〜
」

の

語
法

を

意
識

し

て

の

こ

と
。

普

通
な
ら

ば
「

本
既

に

豊

か

な

ら
ず
、

復
た

老

病
之

に

継
げ
り

」

と

訓
読
す
る

と

こ

ろ

を
、

「

豊
か

な
ら
ざ

る

既
に

」

と

訓
読
し

て
、
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こ

れ
に

呼
応
し

て
「

復
ふ

る

に
」

と

訓
読
し

た

の

で

あ

る
。

 
「

復
」

を

「

復
と

す
」

と

訓

読

す
る

の

は

「

反
也
」

（

反
復

す
る

）

に

依

る

の

で

あ

ろ

う

が
、

前

句
の

「

独
り

尽

く
し
」

を
受

け

て
、

「

酔

ふ

を

復
と

す
」

と

訓

読
し

た

の

で

あ

ろ
う

。

　
か

く
見

る

と
、

 
〜

 
は

と

も
か

く、

 
 
は

「

復
」

の

意
味

か

ら

逸
脱
し

て

は
い

な
い

が
、

詩
意
を

考
慮
し

た

著
者
独

自
の

訓

読
が

示

さ
れ

て

い

る
、

と

言

う
こ

と

が

で

き
よ

う
。

（
2
）

上
に

否
定

語
を

伴

う
「

復
」

の

訓
読

　

 
「

ま

タ
」

と

訓
読

す
る

例

　

　

我
無

騰
化

術
　
我

れ
に

騰
化
の

術
し

な
け

れ
ば

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ま

　

　

必
爾

不
復
疑

　
必

爾
と
し

て

復
た

疑
は
ず

（

166

）

　

　

老
少

同
｝

死

　
老
と

少
と

同

し

く
一

死

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
ま

　

　

賢
愚

無
復
数

　
賢
と

愚
と

復
た

数
ぶ

な
し

（

168

）

　

 
「

さ
ら
二

」

「

さ

ら
ニ

ハ

」

と

訓
読
す
る

例

　

　

求
我
盛

年
歓

　
我
が

盛

年
の

歓
を
求

む
る

に

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
さコ
ら

　

　
冖

毫

無
復

意
　
一

毫
も

復
に

意
な
し

（

323

）

　

　

従
来

将
千

載
　
従

来
将
に

千

載
な
ら
ん

と

す
る

も

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
き
え
ウ

　

　

未
復

見
斯

儔
　
未
だ

復

に

は

斯
の

儔
を

見
ず
（

333

）

　

 
「

ふ

た

た
ビ

バ

」

と

訓

読
す
る

例

　

　

幽
室
一

已

閉

　
幽
室
一

た

び

已

に

閉
ざ
せ

ば

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　
ふ

た

た

　

　

千
年
不

復

朝
　
千

年
に

復

び

は

朝
あ

ら

ず
（

353

）

　

副
詞
が

上

に

否
定

語

を

伴
う

場
合
は

部

分
否
定
と

言
わ
れ
、

通

常
は

全

部

否

定
の

訓

読
と

変

え
て

い

る

が
、

「

復
」

は

変
え

ず
に

両

否

定
と

も

「

ま

タ
」

と

訓

読
し

て

い

る
。

 
「

さ

ら
ニ

ハ

」

、

 
「

ふ

た

た
ビ

バ

」

、

及

び

以

下
に

示

す
 

「

い

ま

さ
ら
ニ

ハ

」

、

 
「

い

さ
さ
か
モ
」

は
、

部
分

否
定
を

意

識
し

た

訓
読
か

と

思
わ

れ

る
。

　

 
「

も
は
ヤ
」

「

も

は

や
二

」

と
訓

読
す

る

例

　

　
不

復
出
焉

　

　

復
や

焉
を

出
で

ず
（
356

）

白

髪
被
両

鬢

肌

膚
不

復
実

薪
者
向
我

言

死

没

無

復
余

白

髪
は

両
鬢
に

被
り

　

　
も

は

や

肌

膚

復

に

実
た

ず
（

299

）

薪

す
る

者
我
に

向
ひ

て

言

ふ

　

　

　

　
も

は
や

死

没
り

て

復

に

余
れ

る

も
の

な
し

と

79

）

ハ

」

と

訓
読

す
る

例

（

1

　

 
「

い

ま
さ
ら
二

　

　

不
復
乃

為
嗟
歎

　

　
い

ま

さ

ら

　

　

復

乃

に

は

為
に

嗟
歎
せ

ず

（

184

）

　

 
「

す
で
二

」

と
訓

読
す

る

例

　

　

　
　

　

　
　

　

　

す

で

　

　

得
失
不

復
知

　
得
失
復
に

知

ら
ず

　

　

是
非
安
能

覚
　
是

非
安

ん

ぞ

能
く
覚
ら

ん

や

（

350

）

　

 
「

い

さ
さ
か

モ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　
我

実
幽
居
士

　

我
れ

は

実
れ

幽

居
の

士

　

　

　
　

　

　
　

　
ヒ

さ

さ
カ

　

　

無

復
東

西

縁

　

復

も

東

西

す

る

の

縁
な
し

（

199

）

　

 
「

も

は

ヤ
」

「

も
は

や
二

」

は

時

間
を

意
識
し

た
「

又

也
」

「

更

也
」

「

再

也
」

「

重
也
」

か

ら

派
生
し

た

訓

読
だ

ろ

う
が

、

そ
の

意

は

 
の

「

い

ま
さ

ら
ニ

ハ

」

、

 
の

「

す
で

二
」

と

通
ず

る

も

の

で

あ

る
。

 
の

「

い

さ

さ
か
モ
」

は

「

更
也
」

に

依
る

の

だ

ろ

う

が
、

前

句
の

「

幽

居
の

士
」

で

あ

る

「

我
」

は
、

「

東
西

す
る

の

縁
」

を
持

た

ぬ

存
在
で

あ

る

こ

と

を
、

「

復
も
」

と

訓

読

す
る

こ
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と

で
、

強

調
し

よ

う
と
し

た
の

で

あ

ろ

う
。

　

「

復
」

を

「

も
は

ヤ
」

「

も

は
や
二

」

と

訓

読
し

て

し

ま

え
ば

、

「

い

ま

さ

ら
ニ

ハ

」

「

す
で

二

」

「

い

さ
さ
か

モ
」

は
、

そ
の

線
上

に

あ
る

訓
読
と

い

う
こ

と

が

で

き
よ

う
。

 
の

訓
読
を

「

復
た

焉

を

出
で

ず
」

と

し
、

 
を

「

復
た

乃

ち

為
に

嗟

歎
せ

ず
」

と
し
、

 
を

「

得
失

復
た

知
ら

ず
」

と

し
、

 
を

「

復
た

東
西

す
る
の

縁

な
し
」

と

し

た

場

合
と

比
べ

た

と

き、

著
者
の

訓
読
の

妙
に

牽
か

れ

ざ
る

を

得
な
い

。

（

3
）

疑

問
詞
を
伴

う
「

復
」

の

訓

読

　

 
「

は

タ
」

と

訓
読

す
る

例

　

　

本
不

植
高

原

　
も
と

高

原
に

植
ゑ
ざ

り

し

か

ば

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

　

　
今
日

復
何

悔
　
今
日

復
た

何
を
か

悔
い

ん

（

314

）

　

　
俯

仰
終
宇

宙
　
俯

仰
の

ひ

ま
に

宇
宙
を
終

る

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

は

　

　
不

楽

復
何
如

　
楽
し

ま

ず
し

て

復
た

何
如
せ

ん

（

349

）

　

 
「

そ
モ
」

と

訓
読

す
る

例

三

皇

大
聖
人

今

復
在
何
処

朝
与

仁
義
生

夕
死

復

何
求

　

疑

問
詞

を

伴

う

二

つ

だ

け
で

、

い

ず
れ
に

せ

よ

そ

れ

は
語

勢
を

助
け
る

で
、

殆
ど

意
味
を

持
っ

て

い

な

い
。

著
者
は

疑
問
詞

を

伴
う
「

復
」

は

軽
い

使
い

方
で
、

殆
ど

意
味

は
持
た
ぬ

と

判
断

し
、

「

ま

タ
」

「

さ

ら
二

」

「

ふ

た

た
ビ

」

と

訓

読
し

な

か
っ

た

の

で

あ
ろ

う
。

三

皇
は

大

聖
人

な
り

し

も

　

　

そ

今
は

復

も
何
処

に

か

を
る

（

168

）

朝
に

仁

義
と
と

も

に

生

き
な

ば

　

　

　

　

　

　
そ

夕
に

死

す
と

も

復
も

何
を
か

求
め

ん

（

33

3
）

「

復
」

の

訓

読
は

、

「

は

タ
」

と

「

そ

モ
」

の

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　
「

語

助
」

（

4
）

「

復
」

と

他
の

助

字
を
合
わ

せ

た

訓

読

　

 
「

当

復
」

を

「

は

た
」

と

訓

読
す

る

例

　

　
未
知

従
今
去

　
未

だ

知
ら

ず
今
よ

り
の

ち

　

　

　

　

　

　

　

　
は

　
た

　

　
当
復
如

此
不

　
当

復
此
く
の

如
く

な
る

や

不

や

を
（
186

）

　

 
「

亦

復
」

を

「

さ
あ

れ
」

と

訓
読

す
る

例

　

　
栄

華
誠

足
貴
　
栄

華
誠
に

貴
ぶ

に

足
る

も

　

　

　

　

　

　

　

さ

あ

れ

　

　
亦

復
可

憐
傷

　
亦

復
憐
み

傷

む

可

し

（

308

）

　

 
「

若

復
」

を

「

い

や
し

ク
モ
」

と

訓

読

す
る

例

　

　

　

　

　

　

　

の

や

し

　

　
若

復
不

快
飲

　
若

復
く

も

快
く

ま

で

飲
ま

ざ
り

せ

ば

　

　
空
負

頭
上

巾

　
空

し

く
負
か

ん

頭
上
の

巾
に

（

287

）

　

 
「

当

復
」

の

二

字
を
意

味
を

持
た

な
い

「

は

た
」

と

訓
読

す

る

の

は
、

『

助

字
弁

略
』

の

「

当

復
竝

語

助
」

に

符
合

す
る

。

 

「

亦

復
」

を
「

そ

れ
も

そ
う
だ
が
」

の

意
の

「

さ

あ

れ
」

と

訓

読

す

る
の

は
、

「

亦
」

の

意
に

沿
っ

て

「

復
」

を

「

語

助
」

と

見

た

の

で

あ
ろ

う
。

 
「

若

復
」

を

「

い

や
し

ク

モ
」

と

訓

読
す
る
の

は
、

「

も
シ
」

と

訓

読
す
る

「

若
」

に

従
い
、

「

復
」

を

語

助
と

見

た
の

で

あ
ろ

う
。

言
い

換
え

れ
ば

、

著
者
は
「

当

復
」

「

亦

復
」

「

若

復
」

は
二

語
で

は

な
く
、

［

語

と

見
な

し

た

と
い

う
こ

と

で

あ
ろ

　

　

　

　

　

　

　

　

　
ま

さ
　
　
ま

た

う
。

こ

れ
に

よ

れ

ば
、

「

当

に

復

此

の

如
く

な
る
べ

き

や
不

や
」

　

　

　

　

　

　
ま
た
ま

た

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

　

も

　

　

ま

た

（

117

）

、

「

亦

復

憐
傷

す
可

し
」

（

277

）
、

「

若
し

復

快

飲

せ

ず
ん

ば
」

（

259

）

と

訓

読

す
る

鈴

木
虎
雄
『

陶
淵
明
詩

解
』

（

東

洋
文
庫
）

に

は

与
し

な

い

こ

と

に

な
ろ

う
。

（
5
）

「

復
」

と

副

詞
を
合
わ

せ

た

訓
読

　

 
「

巳

復
」

を

「

も
は

や
一

＝

「

い

つ

し

か

二
」

と

訓

読
す

る

　

　
例
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日

月

推

遷

　
巳

復
九

夏

　

　

　
　

　

　
　
も

は

や

日
月

推
し

遷
り

　
已

復
に

九

夏
と

な

り

ぬ

　

歓
来
苦

夕
短

　

已

復
至

天

旭

 
「

真
復
」

を

　

此

事
真

復

楽

　

聊
用

忘
華

簪

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

（

134

）

歓
束
七

ん

で

夕

の

短

き
に

苦
み

　
レ

ピ
し

カ

已

復

に

天

旭

く

る

に

至

り

ぬ

（

180

）

「

げ
に
モ
」

と

訓
読

す
る

例

此
の

事
こ

そ

真

復
も

楽
し

け
れ

聊
か

用
つ

て

華

簪
を
忘

る
（
215

）

　

 
「

浸

復
」

を

「

や
う

や

く

鉾
←

遊
訓

読
す
る

例

　

　

往
迹
浸
復

湮

　
往
け

る
迹

浸

復
に

湮
も
れ

　

　

来
逕

遂
蕪
廃

　
来
れ

る

逕

遂
に

蕪

れ
廃

れ
た

り

（

358

）

　

著

者
は

 
「

已

復
九

夏
」

と

「

已

復
至

天

旭
」

の

語

釈
に

「

復

に

は

殆
ど

意
味
が

な
い
」

と

記
し

て

い

る
。

 
 
の

「

復
」

も

 

と

同
じ

く
殆

ど

意
味
が
な
い

「

語
助
」

で
、

「

真

復
」

「

浸

復
」

「

已

復
」

は

二

語
で

は

な
く
、

　一

語

と

見
な
し

た

の

で

あ

ろ

う
。

　

 
「

時

復
」

を
「

と

き
ニ

ハ

」

「

を

り

を

り
一
⊂

と

訓

読
す

る

　

　

例

　

　

　
　

　

　
　

　
レ　
　

き

　

　

時
復
墟

曲

中

　
時

復
に

は

墟
曲
の

中

　

　

披
草
共

来
往
　
草
を

披
い

て

共

に

来

往
す
る

も
（

177

）

　

　

堤
壷

挂
寒

柯
　
堤
壷

寒

柯
に

挂
け

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
を

り
を
り

　

　

遠
望

時
復

為
　
遠
望

時

復
に

為
す

（

274

）

　

 
「

益

復
」

を

「

ま

す
ま

す
二
」

と

訓

読
す
る

例

　

　

信
宿
酬

清

話

　
信
宿
し

て

清
話
を

酬
し

　

　

　
　

　

　
　

　
ま

す
ま

す

　

　
益

復
知

為

親
　
益

復
に

親
な
る

を
知

る

（

221

）

　

 
の

「

時

復
」

を

「

と

き
ニ

ハ

」

と

訓

読
す

る
の

は
、

「

復
」

を
「

語

助
」

と

見
な

し

て

い

る
よ

う
だ

が
、

「

を
り

を
り
二

」

及

び

 
「

ま

す
ま

す
二

」

と

訓

読
す

る
の

は
、

「

復
」

の

意

を
「

又

也
」

「

更

也
」

「

再
也
」

「

重

也
」

と

見
な
し

て

い

る

の

か

も
知

れ

な
い

。

（
6
）

「

復
」

と
動

詞
を

合
わ

せ

た

訓

読

　

 
「

行

復
」

を

「

ゆ
く

ゆ

ク

シ

モ
」

と

訓

読

す
る

例

　
　
於

今

甚
可

愛
　
今
こ

そ

甚
も

愛
づ

可

け

れ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
ゆ

く

ゆ

　
　

当

奈
行

復
衰

　
当
た

奈
ん

せ

ん

行

復
く

し

も

衰
ふ

る

を

（

2

　
　

　

　
　

　

　
　
31

）

　

 
「

復
生
」

を

「

よ

み

が
ヘ

リ

シ

モ
」

と
訓

読
す

る

例

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

よ

み

が
へ

　
　

果

菜
始
復
生

　
果
菜
始

め

て

復
生

り

し

も

　
　

驚

鳥
尚
未

還

　
驚
鳥
は

尚
ほ

未

だ

還

ら

ず

（

258

）

　

 
「

行

復
」

を

「

ゆ

く
ゆ

ク

シ

モ
」

、

 
「

復
生
」

を

「

よ

み

が
ヘ

リ
シ

モ
」

と

訓
読
す
る
の

は
、

「

復
」

を

「

又

也
」

「

更
也
」

「

再

也
」
「

庫
也
」

と

意
識

し

て

い

る

よ

う
で

あ

る
が
、

 
の

「

復
」

　
　

　

　
カ
　ノ

は

動
詞
「

復
る

」

意
と

解
し

て

い

る
よ

う
で

も
あ
る

。

□

　
「

当
」

の

訓
読

（

1
）

「

当
」

　一

字
の

訓
読

　
 

「

ま

さ
二

〜
ベ

シ
」

と

訓
読
す

る

例

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ま

さ

　

　
得

歓
当
作
楽
　
歓
を
得
て

は

当
に

楽
し

み

を
な

す
べ

し

　

　
斗

酒
聚
比

隣

　
斗
酒
も
て

比

隣
を

聚
め

ん

（

317

）

　
 
「

ベ

シ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　
及

時
当
勉

励

　
時
の

及
に

ぞ

勉

励

す
べ

き

　

　
歳
月

不
待

人

　
歳
月
は

人
を

待
た

ず
（

318

）

　
 
「

ま

さ
二

〜
ベ

シ
」

と

訓

読
す

る
の

は
、

『

助

字
弁

略
』

の
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「

応
也
」

「

合
也
」

に

相
当
し
、

 
「
ベ

シ
」

は

再

読
文

字
の

初

め

の

読
み

の

「

ま
さ
二

」

を

省
い

た
訓

読
で
、

意
味
か

ら

す
れ

ば

「

ま
さ
二

〜
ベ

シ
」

よ
り

も
柔
ら
か
い

印

象
を
与
え

て

い

る
。

　

 
「

ま
さ
二

〜

す
」

と

訓
読
す
る

例

　
　

辞
家
夙

厳

駕
　
家
を

辞
せ

ん

と

し

て

夙

に

駕
を

厳
ふ

　
　

　

　
　

　

　
　
ま

さ

　
　

当

往
至

無
終

　
当

に

往
い

て

無
終
に

至

ら

ん

と

す
（

305

）

　

 
「

す
」

と

訓
読

す
る

例

　
　

咄
咄
俗

中
愚

　
咄

咄
俗
中
の

愚

　
　

且

当
従

黄
綺

　
且
よ

黄
綺
に

従
は

ん

と

す
（

273

）

　

 
「

ま
さ
二

〜
す
」

は

『

助
字
弁
略
』

の

「

猶
云

将
也
」

に

相

当
し

、

 
「

す
」

は

「

ま

さ
二

」

を

省
い

た

訓

読
で

、

「

ま

さ
二

〜

す
」

よ

り

も

柔
ら

か
い

印
象
を

与
え

て

い

る
。

　

 
「

い

ま

シ
」

と

訓

騎
す
る

例

　
　

聞
君

当
先

邁
　
君

当

し

先
づ

邁
か

ん

と

す
と

聞
く

も

　
　

負
痾
不

獲

倶
　
痾
を

負

う
て

倶

に

す
る

を
え

ず
（
224

）

　
 
「

を
り
ニ

モ
」

と

訓

読
す
る

例

　
　

怒
如
亜

九

飯

　
叔
心

如
は

九

飯
に

亜

ぎ

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　

を

り

　
　
当

暑

厭
寒
衣

　

暑
さ
の

当

に

も
寒
衣
に

厭
く

（

301

）

　
 
の

「

い

ま

シ
」

と

 
の

「

を
り
ニ

モ
」

と

訓

読
す
る
の

は
、

『

助
字

弁

略
』

の

「

正

適
之

辞
」

に

相

当
す
る

の

で

あ

ろ

う
。

（

2
）

疑
問

詞
を

伴
う

「

当
」

の

訓
読

　
 
「

は

タ
」

と

訓

読
す
る

例

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
は

　
　
前
塗

当

幾
何

　
前
塗
は

当
た

幾
何

　
　
未
知
止

泊
処

　
未
だ

知
ら

ず
止

泊
の

処

を

（

322

）

　
　
不

頼

固
窮

節
　
固

窮
の

節
に

頼
ら

ず

ん

ば

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　
は

　

　

百

世
当

誰
伝

　
百

世
当
た

誰
を

か

伝
へ

ん

（

269

）

　

「

当
」

を
「

は

タ
」

と
訓

読

す
る

の

は
、

『

助
字
弁
略
』

の

「

語

助
、

不

為
義
也
」

に

相

当
し

、

「

当
」

が

疑

問
詞

を

伴

う
時

は
、

著
者
は

す
べ

て
「

は

タ
」

と

訓

読
し

て

い

る
。

疑
問
詞

を

伴
う
「

当
」

は
、

殆
ど

意
味

を
持
た

な
い

「

語
助
」

と

判
断

し

た

の

で

あ

ろ

う
。

（

3
）

「

当
」

と
助

字
を
合
わ

せ

た

訓

読

　

 
「

当

復
」

を

「

は

た
」

と

訓
読

す
る

例

　

　

未
知

従

今
去

　

未
だ

知

ら
ず
今
よ

り
の

ち

　

　
　

　

　

　
　

　
は

　
た

　

　

当
復
如

此
不

　
当
復

此

く
の

如
く

な
る

や

不

や
を
（

186

）

　

 
「

当

須
」

を

「

ま

さ
二

〜
ベ

シ
」

と

訓

読
す
る

例

　

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
ま
　

さ

　

　
衣

食
当

須
紀

　
衣
食
は

当

須
に

紀
む
べ

し

　

　
力

耕
不

吾
欺

　
力
耕
こ

そ

吾
れ

を

欺
か

じ

（

208

）

　

 
「

当

復
」

を

「

は

た
」

と

訓

読
す

る
の

は
、

『

助
字

弁
略
』

の

「

当

復
竝

語

助
」

に

符
合
し
、

 
「

当

須
」

を

「

ま

さ
二

〜
ベ

シ
」

と

訓

読
す

る

の

は
、

「

応

也
」

「

合
也
」

の

「

当
」

と
、

「

応

也
」

「

宜

也
」

意
の

「

須
」

を

重
ね
、

合
わ
せ

て
一

つ

に

し

た

も

の

で

あ
る

。

（

4
）

「

当
」

を

詩
意
か

ら

訓
読

　

 
「

〜

ん

こ

と

を
」

と

訓
読
す
る

例

　

　
種

桑
長
江

辺

　
桑
を

種

ゑ

た

り

長
江
の

辺

　

　
三

年
望
当

採

　
三

年
に

し

て

採
ら
ん

こ

と

を
望
て

り

（

31

　

　
　

　

　

　
　

　
3

）

　
 
「

〜
ん

と

は
」

と

訓
読
す

る

例

　

　
初
与
君

別
時

　
初
め

君

と

別
れ
し

時

　

　
不

謂

行
当
久

　
謂

は

ざ
り

き
行
い

て

久
し

か

ら

ん

と

は

（

3
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04

）

　

 
「

〜

よ

か

し
」

と

訓

読
す

る

例

　
　

但
恨

多
謬

誤
　

但
だ

恨
む

ら

く

は

謬
誤

多
け
ん

　
　

君
当

恕
酔
人

　

君
よ

酔
人

を
恕
せ

よ

か

し

（

288

）

　

 
の

「

採
ら
ん

こ

と

を
」

、

 
の

「

久

し

か

ら

ん

と

は
」

、

 
の

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
よ
よ

ざ　　

「

恕
せ

よ

か

し
」

を
、

　

鈴
木

虎
雄
『

陶
淵
明

詩

解
』

の

「

三

年

当

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

ま

さ

に

採

る
べ

き

を
望

む
」

（

285

）

、

「

謂

は

ず
行

当

に

久
し

か

る

　
　

　

　

　
　

　

　
　

　
ま

さ

べ

し

と
」

（

271

）

、

「

君

当

に

酔
人

を

恕

す
べ

し
」

（

260

）

と

比
べ

た

時
、

詩

意
に

即

応
し

た
こ

れ
ら
の

訓

読
に

は

含
み

が

あ

り
、

著

者
の

訓

読
の

妙
が

い

か

ん
な

く
発

揮
さ

れ
て

い

る
、

と

言

え
よ

う
。

　

著
者
は
『

陶
淵
明

詩
訳

注
』

の

「

は

し

が

き
」

に
「

此
の

書
は
、

陶
淵

明
に
つ

い

て

の
、

随
筆
な
い

し

は

備

忘
録
と

も

い

ふ
べ

き

も

の

で

あ

つ

て
、

精
密

な

学
究

的

著
述

と
は
、

お
の

つ

か

ら

別
物
で

あ
る
」

と

言
い

つ

つ
、

「

下

篇
の

訳

詩
は

、

そ
の

様
式

が
、

従

来

の

訓

読
と

、

さ
し

た

る

差
も

無
く
て
、

そ
れ

を

訳
詩
と

呼
ぶ

こ

と

す
ら

、

ま
こ

と
に

を
こ

が

ま
し

い

次

第
で

あ
る

が
、

文
学

作
品
の

翻
訳

は
、

で

き
る

だ

け

原
作
の

表
現

形
式

を
生

か

し

た

も
の

で

あ

り

た

い
、

と

い

ふ

の

が

私
の

平

素
の

念
願
で

あ

る
の

で
、

今
、

敢

へ

て

か

う
い

う
方

式

を
と
つ

た

の

で

あ
る

」

と

述
べ

て

い

る
。

本

稿
に

取

り

上

げ
た

語

数
は

余
り

に

少

な
い

が
、

そ
れ

で

も
「

乃
」

「

便
」

「

且
」

「

自
」

「

以
」

「

已
」

「

復
」

「

当
」

の
一

語
一

語
の

多

様
な

訓

読
を

見
る

と
、

「

従

来
の

訓
読
」

に

は

見
ら

れ

な
い

、

　一

つ

ひ

と
つ

の

詩

意
に

即
応
し

た

著
者

独
自
の
、

見
識
を

披
露
し

た

訓
読
が

な
さ

れ
て

い

る
。

そ

れ
は

「

文

学
作
品
の

翻
訳

は
、

で

き

る

だ
け

原

作
の

表

現
形
式
を

生

か

し

た

も

の

で

あ

り

た

い
」

と

い

う
、

著
者
の

「

平

素
の

念
願
」

の

現
れ

で

あ

り
、

そ
の

熱
い

思
い

は

わ
れ
わ

れ

に

し

つ

か

り

と

伝
わ
っ

て

く

る
。

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　

　

　
　
（

平
成

十
六

年
八

月

五

日
）
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